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【手続補正書】
【提出日】平成23年12月12日(2011.12.12)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　基材の表面を、
(a)亜鉛、パラジウム、銀、ニッケル、銅、金、プラチナ、ロジウム、ルテニウム、クロ
ム及びこれらの合金からなる群より選ばれるデポジット金属のデポジット金属イオン源、
及び
(b)以下の1またはそれ以上を特徴とする非金属粒子：
(b)(i) 約１０～約５００ナノメーターの平均粒径を有し、その表面に界面活性剤分子の
予混合コーティングを有する非金属ナノ粒子の予混合分散体；
(b)(ii) 界面活性剤のコーティングが、界面活性剤分子あたり+0.1から+1の平均電荷を有
する、界面活性剤コーティングされた非金属粒子；
(b)(iii) 非金属ナノ粒子が、100nm未満の粒子径を有する粒子が少なくとも30容量%であ
る粒径分布を有することを特徴とする非金属ナノ粒子；
を含む電解めっき溶液と接触させる工程、並びに
　外界の電子源を電解めっき溶液に適用して、それによってデポジット金属及び非金属ナ
ノ粒子を含む金属系複合コーティングを表面上に電解デポジットする工程
を含むことを特徴とする基材の表面上に耐腐食性を与える方法。
【請求項２】
　前記電解めっき組成物が、電解めっき組成物の１～１０重量％の濃度の非金属ナノ粒子
を含むことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記非金属ナノ粒子が、フルオロポリマー粒子であることを特徴とする請求項１～２の
いずれかに記載の方法。
【請求項４】
　前記非金属ナノ粒子が、界面活性剤分子あたり＋０．１～＋１の平均電荷を有する界面
活性剤コーティングを有する非金属粒子を含む請求項１～３の何れかに記載の方法。
【請求項５】
　前記非金属ナノ粒子が、１０～５００ナノメーターの平均粒径を有し、その表面に界面
活性剤分子の予混合コーティングを有する非金属ナノ粒子の予混合分散体である請求項１
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～３の何れかに記載の方法。
【請求項６】
　前記非金属ナノ粒子が、１００ｎｍ未満の粒径を有する少なくとも３０容量％の粒子の
粒度分布を有することを特徴とする請求項１～３の何れかに記載の方法。
【請求項７】
　前記非金属ナノ粒子が、２００ｎｍ未満の粒径を有する少なくとも８０容量％の粒子の
粒度分布を有すること特徴とするフルオロポリマー粒子からなる請求項１～６の何れかに
記載の方法。
【請求項８】
　前記複合コーティングがデポジット金属および、１重量％～５重量％の非金属ナノ粒子
からなる請求項１～７の何れかに記載の方法。
【請求項９】
　電解めっき溶液と基材表面を接触させる工程が、
(a)亜鉛、パラジウム、銀、ニッケル、銅、金、プラチナ、ロジウム、ルテニウム、クロ
ム及びこれらの合金からなる群より選ばれるデポジット金属のデポジット金属イオン源、
及び
(b)10～500nmの平均粒子径を有する非金属ナノ粒子の予混合分散体で、少なくとも80容量
％の前記粒子が100nm未満の粒子径を有し、少なくとも30容積％の前記粒子が100nm未満の
粒子径を有し、さらに、予混合コーティングの界面活性剤分子が、界面活性剤分子あたり
の平均電荷が+0.1～+1を有する
電解溶液との接触からなる請求項1の方法。
【請求項１０】
　前記デポジット金属がパラジウムからなる請求項１～９の何れかに記載の方法。
【請求項１１】
　前記デポジット金属が亜鉛からなる請求項１～９の何れかに記載の方法。
【請求項１２】
　前記デポジット金属が銀からなる請求項１～９の何れかに記載の方法。
【請求項１３】
　前記デポジット金属がニッケルからなる請求項１～９の何れかに記載の方法。
【請求項１４】
　前記非金属ナノ粒子が、150nm未満の平均粒子径を有するフルオロポリマー・ナノ粒子
である請求項1～１３の何れかに記載の方法。
【請求項１５】
　前記非金属ナノ粒子が、50～100nmの平均粒子径を有するフルオロポリマー・ナノ粒子
である請求項1～１４の何れかに記載の方法。
【請求項１６】
　コネクタおよびその他の電子部品、自動車部品、金属化プラスチック、並びに射出成形
金型で用いられる付着防止部品から選ばれる基材で、前記基材は請求項１～１５の何れか
の方法によって塗布された金属系複合コーティングを有する。


	header
	written-amendment

